













































































































































































































































































ビジネス～ SDG ｓ、ESG ⋆を使いこなす～”。
そこに 100 社を超える企業人が集まった。」ま
た、同研究所の主任研究員・新井理恵氏は、「当
初予定していたのは 50 ～ 60 社。それが予想を
上回る倍の数。しかもセミナー開催の通知後、
わずか２日で席が埋まるという予約状況。SDG
ｓに対する関心の高さを実感しました。」と述
べている。
以上がビジネスにおける現況であるが、国際
的に取り組むべき概念を「地域福祉活動計画」
に取り入れ、地域や市民レベルに浸透させよう
としていることは画期的なことであると考え
る。
★（注）ESG：環境・社会・企業統治を意味す
る英語の頭文字。近年この３項目に配慮し、
実践することが企業に求められている。
２　基本理念と計画について
４計画を通じて、基本理念は、「一人ひとり
の個性をいかし、ともに支えあい、みんなでつ
くる私たちのまち」としている。なお、第三・
四次計画では、これにプラスする形で、副題と
して「住みなれた地域で住み続けるために」が
付け加えられているが、基本理念は歴代の４計
画で引き継がれている。
このことは計画の中身に進展がなかったとい
うことではない。計画はそれぞれの時代のニー
ズを受けて策定されたものであり、それぞれ固
有の計画になっている。特に、第三次計画や第
四次計画は以下のような特徴を持っているとい
うことができよう。第三次計画では、８つの活
動内容に絞られたものであり、その実践のため
に「推進部会」が設置された。第四次計画では、
「SDGｓ」や「西東京市スタイル」などの新し
い概念を取り入れ、市民への浸透を図ろうとし
ている。
３　計画の中での社会福祉協議会の位置づけに
　　ついて
４計画の中に「社会福祉協議会」に関する記
述の有無という視点から分類すると、以下の通
りである。
社協に関する記述あり：第一次計画・第二次計
	 画・第四次計画
社協に関する記述なし：第三次計画
このことから社協に関する記述がない第三次
計画が若干異例であるということもできる。
４　計画の継続性について
各計画は、前計画の評価と課題の検証を行っ
て、次の計画に生かしている。第一次計画につ
いては、第二次計画の第２章で、「評価と課題」
として記述されている。第三次計画については、
第四次計画の第３章で、「取り組みと成果」と
して記述されている。
５　西東京市地域福祉計画など行政施策との関
　　係について
第一次計画から行政施策との連携・協働がな
されている。第二次計画からは委員長が西東京
市地域福祉計画策定委員会の委員長に就任して
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おり、また、西東京市の職員（課長級）が地域
福祉活動計画の委員に就任している。
Ⅴ　　第四次計画に関する今後の課題について
１　市民への情報発信
第四次計画は、市民が主体的に策定した活動
計画である。計画が実りの多いものにするため
には市民の理解を得て、市民に積極的に参加し
ていただくことが前提になる。そのためには、
あらゆる媒体を通じて、市民に情報発信してい
く必要がある。
西東京市社協は、従来から、ホームページや
社協だより「ゆめはーと」を通じて、また、計
画策定段階で市民に説明会を実施した。
今後については、フェイスブックなどのソー
シャルメディアを通じて、また、西東京市社協
の事業活動を通じて、一層の情報発信が望まれ
る。
２　市民への十分な説明
第四次計画の大きな特徴となっている「SDG
ｓ」や「西東京市スタイル」などは一般の市民
とっては聞きなれない概念ということができよ
う。これらの概念がどのような意味合いを持つ
のか、またこれらの概念を計画に取り入れた趣
旨は何か、などについて、市民に十分かつ丁寧
に説明していくことが求められる。「（社協の）
計画なんて私たちに関係ないわ」などと言われ
ないように、真摯に市民に説明すべきであろう。
３　アクションプランの着実な実施
西東京市社協の職員をメンバーとするプロ
ジェクト会議で「第四次西東京市地域福祉活動
計画を具現化するためのアクションプラン」が
2019 年３月に策定された。
本プランは西東京社協の職員 14 名で構成さ
れる「プロジェクト会議」がまとめたものであ
り、「生活困窮者自立相談支援事業」など 25 の
実施項目のもとに「実施内容」に細分化され、
また、活動計画の基本目標と関連づけられてい
る。
「社協の計画」という色彩が濃いように見え
るが、今後は、市民をどのように巻きこみ、計
画の実をあげていくのかが課題になる。
４　西東京市民スタイルと関係機関との連携
情報の一元化など市民にとって利用しやすい
仕組みを構築していくことが求められる。市内
には福祉関連のサロン活動などボランティア
ベースでの活動団体が多数活動している。
これらを組織化しているものとしては市役
所、社会福祉協議会、公民館、地域包括支援セ
ンターなどがあり、これらがばらばらに広報し
ているのが現状である。利用者側からすると、
一元的に情報が集約されていると自身にとって
最も好ましい団体を選択する際に容易に選択す
ることができよう。
そこで、情報の一元化・構築が求められるが、
その実現に当たっては、社協がリーダーシップ
をとって推進することが期待される。
Ⅵ　　おわりに
筆者のヒアリングや資料収集に対応していただ
いた西東京市社協の職員並びに関係者に厚くお礼
を申し上げる。
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